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〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2021-7221-001 
プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践 

～水害に負けない街をつくろう～ 
三重大学教育学部附属小学校 

校長名 松浦 直己 担当教諭名 前田 昌志 

過去の助成実績 あり〔助成番号：2020-7221-001 助成事業名：ドローン映像とVR技術を活用した河川教育教材の開発と実践〕 

キーワード 流域治水、プログラミング、防災教育、流れる水の働き、第5学年 

対象児童生徒 小学生（第５学年 ９６名） 

対象河川名 雲出川 活動場所の指定状況 なし 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ： 河川防災とプログラミング 

ねらい  ： プログラミングとものづくりを通して、技術的・工学的な視点から治水を捉えられるようにする。 

評価の観点： 治水に対する知識及び技能、命を守るための思考力・表現力・判断力、主体的に学習に取り組む態度 

活動時期 ： 令和3年4月～令和4年3月 

 

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（理科） 

各教科学習 

（社会科） 
学校行事 

その他 

（対外発表） 
合計 

上記の 

活動時間数 
16時間 12時間 2時間 3時間 2時間 35時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所による洪水シミュレーションデータの提供、出前

授業、治水教材の共同開発。パシフィックコンサルタンツ（株）中部支社国土基盤事業部による

堤防データの提供。三重大学教育学部教授 荻原彰氏、松本金矢氏による助言と支援。津市立豊

津小学校との共同教材開発と実践。津市須ヶ瀬地区自治体住民への聞き取り調査。津市危機管理

部防災室、三重県君ケ野ダム管理所への水害時対応の聞き取り調査。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 ・児童による成果発表ポスターの作成 

・児童による口頭発表 対外発表（埼玉県本庄市主催「川のシンポジウム」） 

安全対策に関する課題 

児童が主体的に行った河川の現地調査では、必ず保護者同伴で行くことを徹底した。 

活動の成果と今後の課題・展開 

〇活動の成果 

・「流域治水」の考え方を基にした堤防やダム、遊水池などの整備が私たちの命とくらしを支えていることに気付き、

河川管理者やさまざまな地域の住民の立場になって、迫りくる水害に対する治水のあり方を考えることができた。 

・自助、共助、公助の観点から、「人々の命を守る」ことをテーマにした防災行動計画を再現することができた。 

・プログラミングを通して、遠隔操作や自動化により人命を守りながら治水を行う仕組みを発想する姿が見られた。 

・継続的な河川教育の取組によりこれまでの課題が克服され、よりよい河川教育プログラムが構築できた。 

・他校でも本校の河川教育プログラムを基にした授業が展開され、地域の学校で活用される授業実践となった。 

・対外的な発表を行い、その成果を広く発信できたとともに、河川教育を行う学校間とのネットワークができた。 

▲今後の課題と展開 

・GIGAスクール構想で整備された端末を活用し、児童の地域を超えた対外的な発表や交流をさらに増やしたい。 

・地域を超えて河川を捉えることができていないので、河川の特徴が異なる自治体と連携してデータを蓄積したい。 

・これまでの実践のデータが蓄積されてきたので、論文にまとめて関連学会に投稿したい。 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

    教育研究系                                防災教育 ４～３月 

    教育研究系                                  教育プログラムの開発 ４～３月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 
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1  はじめに 

川と人との関係を考える上で、治水は欠かせない要素である。治水についての考え方は

近年、大規模なダムや堤防で洪水を封じ込める近代治水の考え方だけでなく、昔からの治

水の方法である伝統治水も活かし、人の住んでいない地域に浸水を留めて住宅街や市街地

を守り、流域全体で被害を減らす「流域治水」の考え方へと変化しつつある。  

治水は主には第 5 学年理科「流れる水のはたらき」で扱う。津市を流れる一級河川・雲

出川は近代治水と伝統治水を組み合わせた治水である「流域治水」を行っており、雲出川

を深く知るためには、「流域治水」の考え方を扱うことが望ましい。 

 

 

 

図 1 流域治水について  

 

先行研究としては、『ドローンを活用した河川の自然のリアルな理解のための教材開発

と実践（2019 年度学校部門「アドバンス」助成）』や『ドローン映像と VR 技術を活用し

た河川教育教材の開発と実践（2020 年度「河川教育に関する実践的研究」助成）』がある。

2019 年度の研究では、ドローンを用いて、立ち入りが困難な場所や上空からの視点で撮影

した映像を授業内で使用した。2020 年度の研究では、VR を用いて、実際にその場に行か

なくても子どもたち自身が見たい場所を自由に見ることができるように授業実践を行った。

ドローンや VR を用いたこれらの実践は、子どもたちが実際の様子を比較的自由に観察す

ることを可能にした。 

一方で、「学んだことを活かして、どのような治水機能があれば洪水を防ぐことができる

か」と、治水を工学的、技術的な視点で捉えることは不十分であった。ものづくりの視点

で実践を充実させることで、これまでのドローンや VR と組み合わせた STEAM 教育が実

現し、実社会に活かせる問題解決の力が身に付くと考えた。  

そこで本研究では、これまで蓄積してきた実践に加えて、プログラミング、LEGO とい

ったさまざまなツールを創造的に活用しながら、雲出川で行われている流域治水について

学ぶ河川教育教材の開発を目的とし、授業実践を行うこととした。  

 

2  対象河川「雲出川」について  

本実践では、三重県津市を流れる一級河川・雲出川を取り上げる。雲出川は、三重県津

市と奈良県宇陀郡御杖村の県境に位置する三峰山を源に、八手俣川等の支流と合流しなが

ら東へ流れ、伊勢平野に出て波瀬川、中村川と合流し、その後、雲出古川と分かれて、伊

勢湾に注ぐ。幹川流路延長 55km、流域面積 550km2の一級河川である。雲出川の流域は、

三重県津市、松阪市、奈良県御杖村の 2 市 1 村からなり、八手俣川、中村川、波瀬川等の
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総計 40 の法河川を有している。 

 雲出川流域は、山地により大部分が占められており、三峰山から北北東に横たわる布引

山脈と、東に横たわる高見山脈、更に局ヶ岳から北東に分布する山々によって挟まれた典

型的な扇状形の地形である。上流域は、高見山地に含まれた 600〜1,000m 級の山に囲まれ

た山地を蛇行し、平地は谷底平野としてわずかに見られる。中流域に入ると、なだらかな

丘陵地形となり、下流域は、伊勢平野の中を大きく蛇行しながら流れる。中〜下流域の蛇

行した流れは侵食と堆積を繰り返し、河岸段丘や沖積平野を形成し、河岸段丘上には市街

地が広がっている。河口部は、雲出古川が本川から分流し、規模の大きなデルタ地帯が広

がり、津市香良洲町沿岸部には砂浜も見ることができる。  

 

3  使用したプログラミング教材について 

今回使用した「レゴ®エデュケーション  SPIKE プライム」は、小学校高学年から中高

生向けの STEAM 学習セットである。カラフルなブロックパーツや、使いやすいハードウ

ェアと Scratch ベースの直感的なプログラミングを融合し、問題解決型のプロジェクトを

通して楽しみながら実社会で役立つスキルを育むことを可能にしている。  

 

図 2 レゴ®エデュケーション  SPIKE プライム（レゴⓇエデュケーション社より）  

 

4  授業の概要と協力機関 

対  象 三重大学教育学部附属小学校  第 5 学年（96 人） 

授業時数 全 22 時間（2021 年 9 月～2022 年 3 月） 

教  科 理科「流れる水の働き（14 時間）」 総合「雲出川の治水（8 時間）」 

協  力 三重大学教育学部  理科教育コース、 

社会科教育コース、技術・ものづくりコース  

     三重大学 初等教育における ICT 利用研究センター  

     国土交通省 中部地方整備局  三重河川国道事務所  

     パシフィックコンサルタンツ株式会社 中部支社 国土基盤事業部  河川室 

     津市危機管理部防災室、三重県君ヶ野ダム管理所、津市須ヶ瀬町内自治会  
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5 授業実践 

5-1 大雨が降ったとき、川の水がにごるのはなぜか。  

令和 3 年 9 月に台風 14 号が三重県を通過し、雲出川が増水した。通常時と増水時の雲

出川の様子を比べ、子どもたちは「大雨が降ったとき、川の水がにごるのはなぜか」とい

う問いをもった。子どもたちは、「川の水がにごるのは、山で土がけずれて、下流に運ばれ

てくるから」と予想し、モデル実験で確かめることとした。  

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大により、自宅でのオンライン学習期間中であっ

たが、教員が雲出川からライブ中継を行うことで全ての子どもが通常時と増水時の雲出川

の様子を比較することができた。  

 

図 3 増水時の雲出川       図 4 通常時の雲出川（オンライン学習）  

 

5-2 流れる水にはどんな働きがあるのか。  

 モデル実験は、実際の雲出川の標高を調べ、できるだけ雲出川を再現した。モデル実験

の結果、子どもたちは「浸食、運搬、堆積」について理解することができた。その後、子

どもたちは「実際の雲出川でも、同じような働きが見られるのだろうか」という問いをも

った。そのため、ドローンで撮影した VR 映像を使って雲出川の調査をすることとした。  

 

 

 

 

 

 

 

図 5 モデル実験の様子           図 6 浸食する様子  

 

5-3 実際の雲出川でも同じような働きが見られるのか。  

 流域全体の河川の様子を調査するためには、上流から下流までの雲出川の様子を把握し

なければならない。しかし、時間の都合上、またコロナ禍でそのようなフィールドワーク

は行うことは難しい。その課題を解決するのが、ドローンで撮影した VR 映像である。  

源流から河口部まで様々な地点で事前に撮影した計 60 本の動画は、YouTube チャンネ

ルに整理・蓄積しておいた。その中から、子どもが観察したい地点を選んで、調査できる

ようにした。  
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子どもたちは、調査の結果をロイロノートにまとめた。空高いところからだけでなく、

人間が近づけないところにも近づいて撮影された映像から、まさに「鳥の視点」で上流・

中流・下流の石の形、川の幅や流れの速さ、カーブの内側と外側の違いなどを詳細に調査

できた。調査を進めていくにつれ、「雲出川がどのように洪水を防いでいるのか」という問

いをもつようになった。モデル実験の際に川が崩れた経験から、子どもたちがさらに実際

の雲出川の治水について確かめたくなったのである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 7 VR による調査の様子                      図 8 児童の調査の記録  

 

5-4 雲出川流域で 100 年に一度の雨が降ったとき、洪水するところはどこか。  

大雨が降ったときに洪水しやすそうな雲出川の 3 地点について、問いに対する予想を立

てた。それぞれの地点で子どもが「洪水する」とした理由は以下の通りである。  

①香良洲屈曲点  ・・・下流で水量が多い。カーブの外側である。  

②大正橋上流屈曲点・・・合流点の後で、カーブの外側である。  

③赤川合流点   ・・・川幅が狭い。小さな河川がある。  

そして、再び VR 映像で河川を調査した。その後、国土交通省から提供を受けたシミュ

レーションデータより、③の右岸のみ洪水することが分かった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 3 地点の地図                    図 10 洪水シミュレーションデータ  

 

5-5 どうして③の右側だけ堤防が低いのか。  

前時より、子どもたちは、「どうして③の右岸だけ堤防が低いのか」という問いをもった。

調査を続けた結果、③はあえて水を溢れさせている「霞堤(無堤部)」という治水機能がある

場所だということが分かってきた。次に、子どもたちからは「洪水を防ぐべき治水なのに、

なぜあえて洪水をさせるのか」という問いが生まれてきた。より詳細な調査を求めて、VR
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だけでは満足できない子どもたちが、自ら現地へ行くようになった。  

 

図 11 霞堤について調べ、共有する児童   図 12 休日に自ら霞堤に調査へ行く児童  

 

5-6 霞堤は残すべき？閉じるべき？  

中流の無堤部によって、人口の多い下流域が守られている。まさに流域全体で治水が行

われている。だが、子どもたちは次のような問いを持つ。  

「無堤部に住む住民はどう思っているのか」 

「田畑や家が浸水して、困っているのではないか」 

自治会長に自らアポイントを取り、調査に行く子どももいた。その結果「住民の 100％

が霞堤を閉じてほしいと思っている」ということが分かってきた。  

 

図 13 子どもたちから生まれる疑問（授業後に書き込んだ Google Jamboard より） 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 インタビュー動画      図 15 インタビュー調査はクラスで共有  
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5-7 今後の雲出川の治水はどうなっていくのだろう。  

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所の方に来ていただき、出前授業をしてい

ただいた。これまでの調査から、霞堤の是非について疑問をもっていた子どもたちは、今

後の雲出川流域の治水がどのような計画で進められるかについて質問を行った。河川管理

者である国土交通省が果たす役割について、知ることができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 国交省による出前授業     図 17 ハザードマップと地形を比べる児童  

 

5-8 台風が近づいてきたとき、国土交通省や住民はどのように行動するのだろうか。  

 国土交通省の方による出前授業により、「実際に台風が近づいてきたとき、河川管理者や

ダムの管理者、自治体、住民などはどのように行動しているのか」という問いが生まれた。

子どもたちは、最初に台風が接近してきたときに、それぞれの関係機関がどのように行動

するか予想を立てた。その後、雲出川の「防災行動計画」を見て、それぞれの関係機関の

役割について学んだ。そして、国土交通省、自治体、ダム、住民の役割に分かれて LEGO

でプログラムを組みながらものづくりを行うことで、「人々の命を守る」ことをテーマにし

た防災行動計画を再現することができた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 これまでの学習を生かし、子どもたちが考えた防災行動計画  

  

図 19 チームで製作する          図 20 児童の成果物  
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5-9 「プログラミングの良さを生かせるか」「よりリアルにできるか」  

 LEGO による防災行動計画の再現は 1 度きりではない。それぞれの役割を変えたり、「プ

ログラミングの良さを生かせるか」「よりリアルにできるか」と問いかけたりし、よりよい

プログラミングになるよう試行錯誤させた。また、自助、共助、公助の観点から、防災行

動計画について考える姿も見られた。  

 

図 21 水位や貯水量によって開閉するダムのプログラム（児童が作成）  

  

図 22 活動ごとにプログラムの振り返り        図 23 児童の成果物  

 

5-10 早稲田本庄高等学院主催「川のシンポジウム」への参加  

早稲田本庄高等学院主催の「川のシンポジウム 2022」に招待され、本校児童 4 名がオン

ラインで成果発表を行った。本校の取組は、本庄市長から「河川防災活動大賞」を受賞し、

大きく注目を浴びるものとなった。他の学校とのネットワークが構築され、次年度以降も

連携していくこととした。  
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図 24 シンポジウムチラシ         図 26 本庄市長より授与  

 

6  評価方法 

 LEGO 実践前と実践後に「台風が接近したとき、国土交通省やダム、自治体、住民がど

のように行動するのか」という同じ問いで記述調査を行った。そして、KH Coder を用い

て、共起ネットワーク図と対応分析による事前・事後の比較を行った。 

 

7  結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 防災行動計画の授業前  

図 25 シンポジウム発表資料（児童作成）  
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図 28 防災行動計画の授業後 

 

図 29 防災行動計画の授業前と授業後の対応分析  

 

6  考察 

 KH Coder による授業前後の自由記述の比較においては、多数の新規の概念が登場し、

語間の新たなネットワークの形成が見られた。防災行動計画では、各部署の連携が強く意

識されていた。また、プログラミングを通して担当する役割の理解や連携・協力の大切

さ・必要性に気づいたことが分かった。これまでは自助・公助・共助の視点から治水を考
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える際に、「公助」の視点が考えにくいという課題があったが、今回開発したプログラム

では、それを解決する可能性があることが示唆された。  

 また、単元を通して国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所と連携したことで、

「流域治水」の考え方を基にした堤防やダム、遊水池などの整備が私たちの命とくらしを

支えていることに気付くことができた。そして、河川管理者やさまざまな地域の住民の立

場になって、迫りくる水害に対する治水のあり方を考えることができた。さらに、プログ

ラミングを通して、遠隔操作や自動化により人命を守りながら治水を行う仕組みを創造的

に発想する姿が見られた。このように、ものづくりとプログラミング教育の視点で実践を

充実させたことで、これまでの実践と組み合わせた STEAM 教育が実現し、実社会に活

かせる問題解決の力が身に付く学習が展開できたと考えられる。  

 

7  さいごに 

本校では、2018 年度から継続的に河川教育を行ってきた。これまで開発した教育プログ

ラムは、今年度の実践でさらに充実させることができた。例えば、ドローンと VR は、使

うことが目的ではなく、探究的な河川防災教育プログラムに位置づけられた一部となった。

VR の主効果は、その映像の鮮明さと没入感から「地域の河川の美しさへの愛着」「自然災

害の脅威」という二面性を感じられることで、より自分事として水害を捉えられることで

ある。しかし、VR は本物に近いが、本物ではなかった。子どもたちは、「本物」に出会う

ために現地調査やインタビューに出かけ、探究を深める姿が見られた。  

それではなぜ、子どもたちは「本物」に出会うために調査に出かけたのか。それは、ICT

機器ならではの「不十分さ」が作用していると考える。便利な ICT 端末を使えば、何でも

よく見え、よく分かると錯覚してしまう。しかし、そうではない。ICT 機器によってこれ

までにない視点で事象を捉えられる一方で、本物でしか確かめられない事象もある。子ど

もは、その間接視の不十分さに気づくのだ。GIGA スクール構想による 1 人 1 台端末で、

これまでより多くの情報を間接的に得られるようになった。しかし、理科において本物に

勝るものはない。直接視と間接視が往還できるような環境により「もっとここを詳しく知

りたい」「違う視点で確かめたい」と、見通しをもって問題解決を行う姿が見られることが

分かった。 

今年度、ドローンや VR 映像を活用した提案授業は、令和 3 年 11 月 24 日に開催する本

校の公開研究会で 100 名を超える参加があった。津市の社会科副読本「わたしたちの津市」

にはドローン映像につながる QR コードが掲載された。津市立豊津小学校では、本データ

ベースを活用した授業実践を行っている。本校の実践に対して需要が高まる中で、今後は

これまでのデータベースや実践をさらに学校外に広げていく実践を行っていきたい。  
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月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

育
成
し
た
い
能
力

・事象を比較して共通
点・相違点を見出す力

・校区探検で得た情報
を話し合い、地図など
共通の表現に落とし込
む力

・他者と協働し，安濃川
周辺のまちのようすに
ついて，主体的・対話
的に追究する力

・地域を流れる安濃川
を大切にする態度

・ICT技術を適切に活
用する力

2.河川教育の目標 地域で起こりうる水害を自分ごととして捉え、状況を思考・判断して命を守ろうと行動することができる。

活動計画書（河川教育に関する実践的研究①）

学校名 三重大学教育学部附属小学校

1.助成事業名 プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～

5.単元構想(総時間数) 6時間（社会科：4時間、総合：2時間）

3.学年/人数 第３学年／１０２人

4.活動場所 安濃川水系

安濃川が流れる地域

総合的な学習の時間：安濃川とわたしたちの学校
社会科：わたしたちのまち

〔1時間〕ドローンで作成した空撮映像

を活用して，安濃川の流域について，

津市という広い視点で知る

〔2時間〕校区探検を通して，安濃川の

流域の様子，支流である美濃屋川の

流域の様子について知る。

〔2時間〕校区に安濃川が流れている

ことを知り，探検計画を立てる。

〔1時間〕安濃川の周辺地図を作り，

気づいたことを交流する。

地域に安濃川が流れていることを

知り，自分たちの生活に密接にか

かわっていることを学習する。

津市における安濃川の位置関係を，ドローン映像を

通して知り，街のつくりと関係付けて捉える。そして，

周辺地図をつくることで，河川防災に関わる施設（避

難所等）を知ることができる。



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

育
成
し
た
い
能
力

・事象を比較して共通
点・相違点を見出す力

・校区探検で得た情報
を話し合い、地図など
共通の表現に落とし込
む力

・他者と協働し，安濃川
周辺のまちのようすに
ついて，主体的・対話
的に追究する力

・地域を流れる安濃川
を大切にする態度

・ICT技術を適切に活
用する力

3.学年/人数 第４学年／９５人

4.活動場所 安濃川水系

5.単元構想(総時間数) ６時間（理科：6時間）

2.河川教育の目標 地域で起こりうる水害を自分ごととして捉え、状況を思考・判断して命を守ろうと行動することができる。

活動計画書（河川教育に関する実践的研究②）

学校名 三重大学教育学部附属小学校

1.助成事業名 プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～

流域とは何か

理科：雨水の行方と地面の様子

〔2時間〕⼟の粒の⼤きさによってしみ

込み⽅が異なることを捉える。

〔2時間〕水が，高い場所から低い場

所へ流れ，集まることを捉える。 

〔2時間〕実際の河川のようすをドローンやVR映像で

捉え、これまで学習した内容を関連付けて、流域に

降った雨が支流を通って本流に流れ込んでいくこと

を捉える。

水は高い場所から低い場所へと流れて集まる こと、水のしみ込み⽅は，

土の粒の大きさによって違いがある ことを知る。また、学習内容が排水の

仕組みに生かされていることや，雨水が川へと流れ込むことに 触れること

で，自然災害との関連に気付くことができる。



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

，

育
成
し
た
い
能
力

・事象を比較して共通
点・相違点を見出す力
・図やグラフから情報を
見出す力。

・映像資料を用いて，
時間的・空間的な見方
で，課題について思考
する力。

・トライ&エラーを繰り返
していくなかで、自ら問
題を見つけ解決してい
く力。
・新しいアイデアを自分
で考え出し形にしていく
ことで、主体的に学ぶ
力。

・グループワークを通じ
て、相手を尊重し、自
分の考えを分かりやす
くまとめて伝える力。
・堤防やダム・放水路な
どの整備が私たちのく
らしと地域経済を支え
ていることに気付く力。

3.学年/人数 第５学年／９７人

4.活動場所 安濃川水系、雲出川水系

5.単元構想(総時間数) １１時間（理科：３時間、総合：8時間）

2.河川教育の目標 地域で起こりうる水害を自分ごととして捉え、状況を思考・判断して命を守ろうと行動することができる。

活動計画書（河川教育に関する実践的研究③）

学校名 三重大学教育学部附属小学校

1.助成事業名 プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～

洪水を防ぐ街づくり

総合的な学習の時間：流れる水の働きと治水

国交省から提供されたデータと、これまでに学習した

流れる水の働きについての知識を活用し、プログラ

ミングを組むことを通して試行錯誤しながら堤防を設

〔1時間〕ハザードマップで安濃

〔1時間〕増水した川と平常時の

川を比較して違いを発表する。

〔2時間〕雲出川の河川形態につ

いて，ドローンで撮影されたVR

〔2時間〕伝統的治水や近代治水について、ジグソー

学習を行い、それぞれの治水の特徴を理解する。

〔1時間〕河川管理者の話から現代の総

〔1時間〕増水した川と平常時の

川を比較して違いを発表する。

〔3時間〕雲出川周辺の土地のつくりや，河川形態

の立体的な構造を捉え、プログラミング教材を用

いて洪水を防ぐための堤防を作成する。



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

，

育
成
し
た
い
能
力

・自然現象から問題を
見いだす力
・事象を比較して共通
点・相違点を見出す力
・図やグラフから情報を
見出す力

・地理的・時間的に離
れた他者の事情や心
情を理解し、寄り添うこ
とができる力
・市民としての権利や
義務を考える力

・映像資料を用いて，
時間的・空間的な見方
で，課題について思考
する力。
・学んだことを活用し
て，日常生活と関連づ
ける力

・トライ&エラーを繰り返
していくなかで、自ら問
題を見つけ解決してい
く力。
・新しいアイデアを自分
で考え出し形にしていく
ことで、主体的に学ぶ
力。

・グループワークを通じ
て、相手を尊重し、自
分の考えを分かりやす
くまとめて伝える力。
・堤防やダム・放水路な
どの整備が私たちのく
らしと地域経済を支え
ていることに気付く力。

3.学年/人数 第６学年／９５人

4.活動場所 安濃川水系、雲出川水系

5.単元構想(総時間数) １０時間（理科：５時間、社会：１時間、総合：４時間）

2.河川教育の目標 地域で起こりうる水害を自分ごととして捉え、状況を思考・判断して命を守ろうと行動することができる。

活動計画書（河川教育に関する実践的研究④）

学校名 三重大学教育学部附属小学校

1.助成事業名 プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～

自然災害と雲出川

理科：土地のつくりと働き
総合的な学習の時間：自然災害を防ぐ

〔1時間〕雲出川について，下流の伊

勢平野は上流で浸食・運搬したもの

が堆積するということを学習する。

〔1時間〕雲出川について，歴史的

な側面から近代的治水と伝統的な

治水について学習する。
〔2時間〕雲出川周辺の土地のつくりや，河川形態

の立体的な構造を捉え、プログラミング教材を用

いて洪水を防ぐための堤防を作成する。また、国

交省から提供された洪水確率や水量データをもと

に、よりよい堤防をつくるためのプログラムを試行

錯誤しながら構築していく。

〔1時間〕雲出川について，上流

の山（布引山地）のでき方につい

て学習する。

〔2時間〕これまでに学習したことをスライドに

まとめ、「洪水を防ぐための街づくり」をテーマ

に発表する。

学校周辺の土地のつくりについて，

土地の様子や構成物から多面的に

追究し，より妥当な考えをつくりだし，

表現する。

学校周辺で起こりうる河川災害について問題

を見いだし，ドローン映像やVR技術を通して収

集した知見を基に，洪水を防ぐために治水機

能のプログラミングを組むことができる。

社会：江戸時代

安濃川の伝統的治水について，

江戸時代に地域で活躍した藤

堂高虎の政策について調べ，

現在の治水と比較する。

〔3時間〕学校周辺の土地がどのよ

うにできたか、露頭の観察や三重

県建設技術センターから提供を受

けた柱状図から考える。



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

育
成
し
た
い
能
力

3.学年/人数

4.活動場所

5.単元構想(総時間数)

2.河川教育の目標

活動計画書（河川教育に関する実践的研究⑤）

学校名

1.助成事業名



月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学
年
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

育
成
し
た
い
能
力

3.学年/人数

4.活動場所

5.単元構想(総時間数)

2.河川教育の目標

活動計画書（河川教育に関する実践的研究⑥）

学校名

1.助成事業名



 

 

様 式 12-1   

河川教育に関する実践的研究 

 （NO．１） 

1.助成事業名  プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～ 学校名 三重大学教育学部附属小学校 助成番号 2021-7221-  001 

2.単元名  流れる水の働き 

3.目標  地域で起こりうる水害を自分ごととして捉え、状況を思考・判断して命を守ろうと行動することができる。 

4.実施学年 人数  第5学年 96名 

5.場所 雲出川 

6.単元構想（総時間数） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

第
５
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 

流れる水の働き～ドローンとVRを活用して～ 12時間 雲出川の治水～流域治水について考える～ 1０時間 

 

プログラミングと防災行動計画 8時間 

流れる水の速さや量に着目して，それらの条件を制御しながら，流れる水の働

きと土地の変化を調べる活動を通して，それらについての理解をはかり，観察，

実験などに関する技能を身につけるとともに，おもに予想や仮説をもとに，解

決の方法を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

これまでに理科で学習した「雲と天気の変化」「流れる水の働き」などの知識を

活用して、地域の河川で行われている流域治水について、河川管理者や地域住

民、行政の立場などから多面的・多角的に捉え、より妥当な考えをつくりだす力

や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

プログラミング教材を活用して「ものづくり」を行うことで、技術

的、工学的な視点から治水を捉えられるようにする。これまでの

研究と組み合わせた STEAM 教育の実現により、実社会におけ

る問題発見・解決に活かしていくことを目的とする。 

【導入】 

・三重県桑名市長島町

の「輪中の郷」へ校外学

習に行き、過去の三重

県で発生した水害につ

いて知り、河川防災に

ついて興味・関心をも

たせる。 

【流れる水の働き】 

・浸食、運搬、堆積といった

流れる水の働きについ

て、雲出川と関連付けて学

習する。 

・流域概念をもたせるため

に、モデル実験の計画で

は実際の雲出川の標高や

山の数を再現させ、水が

流域全体から集まってく

ることをイメージできる

ようにする。 

【VRによる調査】 

・昨年度までの実践研究

で蓄積されたドローンで

撮影したVR映像を活用

し、上流から下流までの

調査を行う。 

・昨年度までのドローン

映像に加え、新たに源流

や無堤部の映像を撮影

し、子どもが上流から下

流まで自由に選択して調

査できるようにする。 

〇地域や日本全国で頻発す

る自然災害について、主体

的に調べようとする。【主体

的に学習に取り組む態度】 

〇治水について、「水を治め

て洪水を防ぐしくみ」である

ことを理解することができ

る。【知識・技能】 

〇流れる水の働きについて

追究する中で，流れる水の

働きと土地の変化との関係

についての予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表

現することができる。【思考

力、表現力、判断力等】 

〇360 度見渡せる鮮明な

VR 映像を通して、地域の河

川の美しさ、壮大さを感じよ

うとする。【主体的に学習に取

り組む態度】 

 

〇ＶＲ機器を適切に扱い、必

要な映像を選択し、主体的に

調査することができる。【知

識・技能】 

【洪水シミュレーション】 

・国土交通省中部地方整

備局三重河川国道事務所

やパシフィックコンサル

タンツ（株）により提供さ

れた洪水シミュレーショ

ンから、霞堤のある場所

だけが100年に1度の

大雨のときに洪水するこ

とを知り、流域治水につ

いて理解を深める。 

【住民の立場から】 

・VRによる調査だけに終

わらずに、実際に現地へ出

向いて調査を行う。 

・遊水地がある地域の住民

にインタビューを行うこと

で、流域治水について多面

的・多角的に捉える。 

・現地で見る本物の川と、

VRで鳥瞰して見る川を往

還することにより、双方の

調査のメリットを生かして

遊水地周辺の調査を行う。 

【河川管理者の立場から】 

・住民の立場を踏まえた

うえで、河川管理者であ

る国土交通省の方のお話

を聞く。 

・出前授業は単発のイベ

ントになりがちだが、こ

れまでの学習を踏まえて

事前に質問を送付し、子

どもたちの質問に答えて

いただけるようにする。 

〇実際の洪水シミュレーシ

ョンのデータとドローンに

よるVR映像で調査した結

果から，雲出川流域の治水

について多面的に考察す

ることで，あえて水を溢れ

させている「霞堤」の存在

に気付き，探究を続けよう

とすることができる。【思

考力、判断力、表現力等】 

〇他者の意見に関係づけて、調

査した事実を基に思考・判断し、

自らの考えを表現することが

できる、【思考力、判断力、表現

力等】 

 

〇治水について自ら多面的・多

角的に情報を収集し、調査を行

うことができる。【主体的に学

習に取り組む態度】 

〇雲出川の治水について

の疑問を、流域治水の観

点から理解することがで

きる。【知識及び技能】 

 

〇流れる水の働きについ

て学んだことを，雲出川

の治水や防災に生かそう

としている。【主体的に学

習に取り組む態度】 

〇これまで学習した知

識を活用して思考するこ

とにより、治水について

知識を相互に関連づけ

てより深く理解したり、

知識を他の学習や生活

の場面で活用できるよ

うにしたりすることがで

きる。【思考力、判断力、

表現力等】 

〇課題について、

他者との対話を通

して意見の質を高

め合い、粘り強く解

決することができ

る。【主体的に学習

に取り組む態度】 

 

【防災行動計画】 

・雲出川の防災行動計

画について知り、台風

が接近したときに国

土交通省、ダム、自治

体、住民等が連携して

行動していることを

理解する。 

・避難指示や防災無線

など、実際の社会で

活用されているもの

を提示し、世の中でど

のように運用されて

いるかを把握する。 

【プログラミング】 

・防災行動計画を再現す

るために、子どもたち

が役割に分かれて

LEGOでものづくりと

プログラミングを行う。 

・「命を守るためにどう

すればよいか」をテー

マに、社会科の「自然災

害とともに生きる」の学

習と関連付けながら、

自助・共助・公助につい

て考える。 



 

様 式 12-2 

河川教育に関する実践的研究 

（NO．２） 

1.助成事業名 プログラミングによる洪水シミュレーション教材の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～ 学校名 三重大学教育学部附属小学校 助成番号 2021-7221-  001 

7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

 

8.成果と課題 

〇活動の成果 

・「流域治水」の考え方を基にした堤防やダム、遊水池などの整備が私たちの命とくらしを支えていることに気付き、河川管理者やさまざまな地域の住民の立場になって、迫りくる水害に対する治水のあり方を考えることができた。 

・自助、共助、公助の観点から、「人々の命を守る」ことをテーマにした防災行動計画を再現することができた。プログラミングを通して、遠隔操作や自動化により人命を守りながら治水を行う仕組みを発想する姿が見られた。 

・継続的な河川教育の取組によりこれまでの課題が克服され、よりよい河川教育プログラムが構築できた。他校でも本校の河川教育プログラムを基にした授業が展開され、地域の学校で活用される授業実践となった。 

・対外的な発表を行い、その成果を広く発信できたとともに、河川教育を行う学校間とのネットワークができた。 

▲今後の課題と展開 

・GIGAスクール構想で整備された端末を活用し、児童の地域を超えた対外的な発表や交流をさらに増やしたい。また、地域を超えて河川を捉えることができていないので、河川の特徴が異なる自治体と連携してデータを蓄積したい。 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

第
五
学
年 

 

   流れる水の働き～ドローンとVRを活用して～ 12時間 雲出川の治水～流域治水について考える～ 1０時間 プログラミングと防災行動計画～人々の命を守る～ ８時間 

・「雲出川で洪水を防ぐためには、どうすればよいか」という課題について、国土交通省から提供

を受けた洪水シミュレーションデータから、実際に地域の河川で洪水が起こる地点について考え

る学習を行い、あえて水を溢れさせている「霞堤」について気付かせた。国土交通省による出前授

業や、地域住民のインタビューを通して、様々な立場から治水について考えることができた。 

台風が接近したときの「人々の命を守る」ための行政や関係

機関の動きについて、実際の雲出川の防災行動計画を基にそ

の状況をLEGOとプログラミングで再現し、防災無線やダム

の操作、住民への避難の呼びかけを体験することができた。 

【導入】 

・4月の校外学習で、桑名市の

「輪中の郷」に見学に行った。 

・過去に三重県に被害をもた

らした台風や、近年豪雨災害

をもたらした台風について、

その被害の規模や雨の降り方

について映像教材を活用しな

がら学習し、河川防災につい

て興味をもつことができた。 

 

【天気の変化】 

・台風の動きと天気の変化に

ついての資料などを目的に応

じて選択し，タブレット端末な

どを活用して情報を収集し、

ロイロノートでまとめた。 

・大雨の被害について、実際の

事例を知ることができた。 

【VRによる調査】 

子どもの問い 

実際の雲出川でも、流れ

る水の働きは見られるの

だろうか。 

 

・モデル実験で「浸食・運

搬・堆積」の作用について

理解した子どもたちは、

実際の川でも同じような

働きが見られるかどうか

疑問をもった。 

・源流から河口まで事前に

撮影した計60本の動画

はYouTubeチャンネル

に整理・蓄積されており、

その中から観察したい地

点を選んで調査できるよ

うにした。 

・流れる水には，地面を侵食したり，土などを運搬したり堆積させたりするはた

らきがあることを，モデル実験を通して流れる水の速さと関係づけて学習し

た。また、ドローンで撮影した VR 映像を活用し、上流、中流、下流でも同じ流

れる水の働きが見られるのか、調査を行った。 

【河川管理者の立場から】 

子どもの問い 

雲出川の治水は、今後ど

のような計画がされてい

るのだろうか。 

 

・国土交通省中部地方整備

局三重河川国道事務所の

方に来ていただき、出前

授業をしていただいた。 

・これまでの調査から、霞

堤の是非について疑問を

もっていた子どもたち

は、今後の雲出川流域の

治水がどのような計画で

進められるかについて質

問をした。 

・河川管理者である国土交

通省が果たす役割につい

て、知ることができた。 

【プログラミング】 

子どもの問い 

台風が近づいてきたとき、国

土交通省や住民はどのよう

に行動するのだろうか。 

 

・子どもたちが、国土交通省、

自治体、ダム、住民の役割に

分かれてプログラムを組み

ながらものづくりを行うこと

で、自助、共助、公助の観点か

ら、「人々の命を守る」ことを

テーマにした防災行動計画を

再現することができた。 

・NHK Eテレ制作局3名、

北海道教育大学釧路校教授 

境氏、日本河川教育学会会長 

金澤氏に参観をいただき、授

業内容の協議と今後の展開

について検討を行った。 

【対外発表】 

・早稲田本庄高等学院主催の

「川のシンポジウム2022」

に招待され、本校児童4名

がオンラインで成果発表を

行った。 

・本校の取組は、本庄市長か

ら「河川防災活動大賞」を受

賞し、大きく注目を浴びるも

のとなった。 

・他の学校とのネットワーク

が構築され、次年度以降も

連携していくこととした。 

【住民の立場から】 

子どもの問い 

霞堤周辺に住む住民は、浸

水することについてどう思

っているのだろうか。 

 

・治水について疑問をもっ

た子どもたちは、VR映像

で満足できなくなり、休み

の日に家族と現地に足を運

ぶようになった。 

・子どもたちは霞堤がある

地域の自治会長にインタビ

ュー調査を行い、「住民の

100％が霞堤を閉じてほし

いと思っている」「あと4年

で霞堤が閉じられる」「水が

豊富で農業に適しているか

ら、この地域に住んでいる」

ということが分かった。 

【洪水シミュレーション】 

子どもの問い 

雲出川流域では、大雨が降

ったとき、どのように洪水

を防いでいるのだろうか。 

 

・国交省から提供を受けた

洪水シミュレーションデー

タを、三重大の松本教授が

VBAでプログラムを組み、

児童が堤防の高さと水位を

捉えられるようにした。 

・子どもたちは、シミュレー

ション結果から、あえて水

を溢れさせる「霞堤」の存在

に気付くことができた。 

・11月24日の本校公開研

究会では、県内外の教員に

広く河川教育実践を見てい

ただくことができた。 

【流れる水の働き】 

子どもの問い 

大雨が降った後、川の水が濁る

のはどうしてか。 

 

・令和3年9月に台風14号

が三重県を通過し、雲出川が増

水した。通常時と増水時の雲出

川の様子を比べ、子どもたちは

上のような問いをもった。 

・子どもたちは、「川の水がにご

るのは、山で土がけずれて運ば

れてくるから」と予想し、実験計

画を立て、モデル実験で確かめ

ることとした。 

・モデル実験は流域概念を捉え

やすくするために、雲出川流域

の標高を調べ、なるべく雲出川

を再現できるようにした。 



 

 



 

様式13 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7221-001 
プログラミングによる洪水シミュレーション教

材の開発と実践～水害に負けない街を作ろう～ 
三重大学教育学部附属小学校 松浦 直己 

 

 

フィールド：雲出川（三重県津市） 

日 付 ：令和3年9月 

コメント：授業実践を始めた9月は、新型コロナウイルス感

染症の拡大により、オンライン学習となった。担任教員が

雲出川からライブ中継で授業を行うことで、全ての子ども

たちが川のイメージをもつことができた。 

 

 

 

 

フィールド：附属小学校 運動場 

日 付 ：令和3年9月 

コメント：流れる水の働きについて、モデル実験を行った。

流域概念を捉えさせるために、1本の川ではなく、複数の

川を作り、合流させた。なお、山の高さも雲出川流域の標

高を調べ、なるべく再現できるようにした。 

 

 

 

 

 

フィールド：附属小学校 5年C組教室 

日 付 ：令和3年10月 

コメント：モデル実験で確かめられた「浸食、運搬、堆積」

の作用について、実際の河川でも同じような働きが見られ

るのか、VR映像で確かめた。VR映像は、昨年度の助成に

より、雲出川流域の上流から下流まで計 60 本の動画が

YouTubeに蓄積されている。 

 

 

 

 

フィールド：雲出川流域霞堤（津市須ヶ瀬町） 

日 付 ：令和3年11月 

コメント：ここまでVR映像で調査を行ってきたが、VRだ

けでは満足できなくなった子どもが、実際に現地調査に行

くようになった。VR だけでは確かめられない事実につい

て、フィールドワークをしたり、自治会長さんにインタビ

ュー調査を行ったりした。 

 

 

 



 

 

フィールド：附属小学校 5年C組教室 

日 付 ：令和3年11月 

コメント：国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所

の方に来ていただき、出前授業を行っていただいた。霞堤

の是非について議論をしていた子どもたちは、積極的に質

問を行った。国交省の担当者の方からは、流域治水の大切

さについて教えていただいた。 

 

 

 

 

フィールド：附属小学校 5年C組教室 

日 付 ：令和3年12月 

コメント：国土交通省や自治体、ダム、住民の方々は、実際

にどのように水害から命を守っているのか、「防災行動計

画」を基に考えた。そして、それぞれの役割に分かれて、

LEGO SPIKE Primeを使ってプログラミングで再現した。

水防サイレンやダムのゲートの閉会など、様々なアイデア

が見られた。 

 

 

 

 

フィールド：附属小学校 5年C組教室 

日 付 ：令和4年1月 

コメント： 

プログラミングは「作って終わり」ではなく、常に改善を

図っていった。「うまくいっていること」「うまくいっていな

かったけど改善したこと」「うまくいっていないこと」につい

て、ロイロノートにまとめて、全員に共有した。そして、何

度も試行錯誤を行った。 

 

 

 

 

フィールド：附属小学校 5年C組教室 

日 付 ：令和4年2月 

コメント： 

「プログラミングの良さを生かせているか」「よりリアルに

できるか」「自助・共助・公助のバランスは取れているか」と

いった視点で。子どもたちは様々なアイデアを出していった。

実際に台風が接近したときの行動について、より自分事と捉

えているようであった。授業は、外部から多数参加いただく

ことができた。 

 

 

 



 

様式14 

〔学校部門〕                                                             ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2021-7221-001 
プログラミングによる洪水シミュレーション教材
の開発と実践～水害に負けない街をつくろう～ 

三重大学教育学部附属小学校 

 松浦 直己 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所    

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 

※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 

 

  

一級河川・雲出川流域 
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